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●
第
１
巻
『
吉
林
省
概
説
』

吉
林
省
公
署
総
務
庁
調
査
科
編
・
発
行
／
一
九
三
三
年

『
吉
林
省
現
勢
便
覧
』

吉
林
省
長
官
房
編
・
発
行
／
一
九
四
〇
年

●
第
２
巻
『
吉
林
省
各
県
畧
誌
』
上
巻

吉
林
省
公
署
総
務
庁
調
査
科
編
・
発
行
／
一
九
三
四
年

●
第
３
巻
『
吉
林
省
各
県
畧
誌
』
下
巻

吉
林
省
公
署
総
務
庁
調
査
科
編
・
発
行
／
一
九
三
四
年

●
第
４
巻
『
新
吉
林
省
概
説
』

吉
林
省
公
署
総
務
庁
調
査
科
編
・
発
行
／
一
九
三
五
年

『
吉
林
省
概
説
』

吉
林
省
公
署
総
務
庁
総
務
科
編
・
発
行
／
一
九
三
六
年

●
第
５
巻
『
吉
林
省
政
務
年
鑑
康
徳
三
年
度
』

吉
林
省
長
官
房
総
務
科
編
・
発
行
／
一
九
三
七
年

●
第
６
巻
『
三
江
省
省
勢
要
覧
康
徳
八
年
十
二
月
』

三
江
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
四
二
年

●
第
７
巻
『
三
江
省
政
年
報
』

三
江
省
編
・
発
行
／
一
九
四
〇
年

●
第
８
巻
『
東
安
省
要
覧
』

東
安
省
公
署
官
房
総
務
科
編
・
東
安
省
公
署
／
一
九
四
四
年

『
牡
丹
江
省
現
勢
』

牡
丹
江
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
四
〇
年

●
第
９
巻
『
浜
江
省
概
観
』

浜
江
省
公
署
総
務
庁
総
務
科
編
・
発
行
／
一
九
三
五
年

『
通
化
省
史
話
』

金
川
清
編
・
通
化
省
公
署
／
一
九
四
一
年

●
第
10
巻
『
康
徳
六
年
度

通
化
省
概
覧
』

通
化
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
四
〇
年

●
第
11
巻
『
奉
天
省
公
署
要
覧
』

奉
天
省
公
署
総
務
庁
総
務
科
編
・
発
行
／
一
九
三
三
年

『
奉
天
省
市
勢
要
覧
』

奉
天
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
四
〇
年

『
奉
天
省
各
県
々
況
要
覧
』

奉
天
省
公
署
総
務
庁
財
政
科
編
・
発
行
／
一
九
三
三
年

●
第
12
巻
『
安
東
省
公
署
年
報
』

安
東
省
公
署
総
務
庁
総
務
科
編
・
安
東
省
公
署
総
務
庁
／
一
九
三
六
年

『
大
哈
爾
浜
特
別
市
の
現
況
』

哈
爾
浜
特
別
市
公
署
総
務
処
調
査
股
編
・
哈
爾
浜
特
別
市
公
署
／
一
九
三
五
年

●
第
13
巻
『
国
都
新
京
康
徳
五
年
版
』

新
京
特
別
市
公
署
調
査
科
編
・
満
洲
事
情
案
内
所
／
一
九
三
九
年

『
国
都
新
京
康
徳
七
年
版
』

新
京
特
別
市
長
官
房
庶
務
科
編
・
満
洲
事
情
案
内
所
／
一
九
四
〇
年

『
国
都
新
京
康
徳
九
年
版
』

新
京
特
別
市
長
官
房
庶
務
科
編
・
新
京
特
別
市
公
署
／
一
九
四
三
年

●
第
14
巻
『
錦
州
省
概
覧
』

錦
州
省
公
署
総
務
庁
編
・
発
行
／
一
九
三
四
年

『
熱
河
省
概
要
第
一
編
』

熱
河
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
三
六
年

●
第
15
巻
『
熱
河
省
県
旗
事
情
概
観
』
上
巻

満
洲
帝
国
国
務
院
民
政
部
編
・
大
同
印
書
館
／
一
九
三
五
年

●
第
16
巻
『
熱
河
省
県
旗
事
情
概
観
』
下
巻

満
洲
帝
国
国
務
院
民
政
部
編
・
大
同
印
書
館
／
一
九
三
五
年

●
第
17
巻
『
興
安
東
省
概
観
』

興
安
東
省
総
務
科
編
・
発
行
／
一
九
三
八
年

『
興
安
東
省
現
勢
便
覧
康
徳
七
年
版
』

興
安
東
省
長
官
房
編
・
発
行
一
九
四
〇
年

『
興
安
南
省
概
覧
』

興
安
南
省
公
署
編
・
発
行
／
一
九
三
五
年

解

説

※
本
書
収
録
の
十
二
省
と
二
市

①
吉
林
省

②
三
江
省

③
東
安
省

④
牡
丹
江
省

⑤
浜
江
省

⑥
通
化
省

⑦
奉
天
省

⑧
安
東
省

⑨
錦
州
省

⑩
熱
河
省

⑪
興
安
東
省

⑫
興
安
南
省

⑬
新
京
市

⑭
哈
爾
浜
市

●「満洲国」の19省のうち、12省（吉林省、三江省、東安省、牡丹江省、浜江省、通化省、奉天省、安東省、錦州省、
熱河省、興安東省、興安南省）および二特別市（新京市、哈爾浜市）の「地方誌」を収集・復刻（間島省、黒河省、四平
省、北安省、龍江省、興安西省、興安北省については、公式資料の存在が確認できず。また、関東州・大連市について

は本シリーズより除外した）。

●省・市の行政機関による公式資料であり、人口、開拓、経済、歴史、治安、教育等に関する記述、統計、地図等、
信頼度の高い情報を豊富に含む。

●1940年代に編纂された資料も多く、日本の敗戦時における状況を知る手がかりとなる。

●「満洲国」だけでなく、東三省政権や戦後の国共内戦期、中華人民共和国の歴史研究にも有用。

●最終巻に詳細な解説を収録。

本書の特色

「
満
洲
国
」行
政
区
画
図
（
一
九
四
〇
年
）

『
満
州
国
現
勢
康
徳
八
年
版
』（
満
州
国
通
信
社
・
一
九
四
〇
年
）
よ
り

刊
行
に
あ
た
っ
て

本
来
、
中
国
東
北
地
区
は
遼
寧
、
吉
林
、
黒
龍
江
の
三
省
よ
り
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
満
洲
国
」

政
府
も
そ
の
成
立
に
あ
た
り
旧
三
省
の
行
政
区
画
を
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、
旧
軍
閥
勢
力
の
削
減

等
の
必
要
性
か
ら
、
同
政
府
は
三
省
を
細
分
化
し
、
最
大
時
に
は
十
九
の
省
及
び
、
省
と
同
等
の

権
限
を
持
つ
二
特
別
市
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ら
の
省
・
市
の
行
政
機
関
の
多
く
は
現
地
の
行
政
に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
「
要
覧
」、

「
実
勢
」、「
略
誌
」
等
の
資
料
を
作
成
し
て
い
た
。
資
料
の
題
名
は
様
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
中

国
の
伝
統
的
な
地
理
書
で
あ
る
「
地
方
誌
」
の
一
種
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

「
地
方
誌
」
と
は
、
主
に
各
地
域
に
赴
任
し
た
官
僚
の
執
務
参
考
と
す
る
た
め
、
現
地
の
地
理
、

経
済
、
歴
史
等
を
概
説
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
後
漢
時
代
に
ま
で
遡
り
、
清
朝
時
代
に

は
四
千
六
百
種
以
上
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
現
在
で
も
中
国
の
地
域
社
会

の
研
究
に
お
い
て
不
可
欠
の
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

「
満
洲
国
」
に
お
い
て
は
、
各
省
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
官
吏
は
異
国
で
あ
る
ゆ
え
、
当
然
現
地

の
事
情
に
は
疎
く
、
中
国
語
を
解
さ
な
い
も
の
も
い
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
語
に
よ
る
情
報
源
が

必
要
と
さ
れ
、
多
く
の
省
で
参
考
資
料
が
編
纂
さ
れ
た
。
傀
儡
国
家
で
あ
り
、
ま
た
日
本
人
向
け

と
い
う
特
徴
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
地
方
誌
」
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。

「
満
洲
国
」
の
「
地
方
誌
」
の
多
く
は
限
定
的
に
配
布
さ
れ
、
中
に
は
「
秘
」
扱
い
の
も
の
も
あ

る
。
そ
の
内
容
は
歴
史
、
人
口
、
経
済
、
徴
税
、
商
慣
行
、
土
地
制
度
、
教
育
、
衛
生
か
ら
匪
賊

の
出
没
や
日
本
人
開
拓
民
の
状
況
等
な
ど
が
あ
り
、
包
括
的
か
つ
信
頼
度
の
高
い
情
報
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
、
日
本
に
お
い
て
法
学
、
経
済
学
、
歴
史
学
を
専
攻
し
た

者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
彼
ら
の
満
洲
に
対
す
る
社
会
科
学
的
認
識
を

示
す
も
の
と
し
て
も
、
貴
重
で
あ
る
。

「
満
洲
国
」
の
地
方
行
政
に
つ
い
て
は
、
国
務
院
総
務
庁
情
報
処
に
よ
る
『
省
政
彙
覧
』
や
大
同

学
院
に
よ
る
『
満
洲
国
地
方
事
情
大
系
』
も
あ
る
。
こ
れ
ら
資
料
は
あ
く
ま
で
中
央
政
府
か
ら
の

視
点
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
シ
リ
ー
ズ
所
収
の
「
地
方
誌
」
は
現
地
官
吏
用
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り
実
用
性
に
即
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

「
満
洲
国
」
の
公
文
書
は
、
日
本
の
敗
戦
時
に
多
く
が
散
逸
し
た
と
い
わ
れ
、
地
方
行
政
の
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
の
中
国
東
北
地
区
の
省
、
市
、
県
等
に
お
い
て

も
「
地
方
誌
」
の
編
纂
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
資
料
や
言
語
の
制
約
か
ら
「
満
洲
国
」
時

代
に
つ
い
て
は
記
述
が
薄
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、「
満
洲
国
」
の
「
地

方
誌
」
を
可
能
な
限
り
収
集
・
復
刻
す
る
こ
と
で
、
史
料
の
不
足
し
が
ち
な
「
満
洲
国
」
史
研
究

へ
の
一
助
と
な
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
る
。

（
ゆ
ま
に
書
房
出
版
部
）

各
巻
の
収
録
文
献

⑩

②

③

④

⑤

⑥⑦

⑧

⑨

①

⑪

⑫

⑬

⑭


